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 ★トップニュース★ 

  トヨタ生協体験プログラム「さつまいも苗植えと稲武わくわく体験」  

5 月 17 日（土） 

稲武地区富永町にて、センターのコーディネートによる生協体験プログラム「さつま

いも苗植え体験」が行われました。今回で 3 回目となる、組合員さま向けのプログラム

です。参加いただいた 52 人の皆さんは、畑主の伊藤さんや荒木さんの指導を受け、和

気あいあいと作業をされていました。 

今回は、肥料やり、畝づくり、マルチ張り、苗植えを行い、作業後には稲武地区「た

ばこ屋商店」のおにぎりや伊藤さんの奥様作の豚汁などを味わいました。その後、地元

の「ようこそいなぶ ふれ愛隊」のガイドにより、どんぐり工房から大井平公園までの散策も楽しみました。お土産には、ベラ

ンダで植えて育てられる二十日大根もいただきました。10 月には、今回植えたさつまいもの収穫体験を予定しています。自分

で植えたさつまいもがどう成長するのか、とても楽しみですね。 

★活動報告★ 

  豊森なりわい塾 第 4 期スタート  

5 月 17 日（土）18 日（日） 

第 4 期「豊森なりわい塾」の入塾式に参席しました。今期は 23 名の新塾

生を迎えて開催されました。式では、委員長である澁澤先生や行政・企業・

NPO から、この事業に共働で取り組んでいる背景が語られました。また、

塾生代表で東近江市地域おこし協力隊の前川真司さんからは、明確なビジ

ョンを持った挨拶がされ、これからの１年でさらに素晴らしい人材に育っていくのを楽しみに思いました。 

今期は、旭地区築羽自治区内の 4 集落をフィールドとして活動をスタートしました。第 1 回講座「地元学〜あるくみるきく

〜」では、地元の人から地域の事を伺いながらフィールドワークを行い、その背景や意味・歴史的な位置づけを考えながらグル

ープごとの発表を行うという中身の濃いワークでした。豊森実行委員の駒宮さんからは「なぜいま地域か」と題し、社会的側面

や思想的側面など、さまざまな視点から「地域」を考える必要性が語られ、それらを取り巻く議論を理解する為に参考となる図

書や人物の紹介などもありました。興味深い文献ばかりですので、是非ご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

〈豊森なりわい塾 参考文献・人物〉 

① 「成長の限界」シリーズ『成長の限界－ローマ・クラブ「人類の危機」レポート』ドネラ・H・メドウズほか 

②    “        『限界を超えて－生きるための選択』ドネラ・H・メドウズほか 

③    “        『成長の限界 人類の選択』ドネラ・H・メドウズ 

④『スモールイズビューティフル』シューマッハー                   ⑨『中世再考』ほか 網野善彦 

⑤『人口減少という希望』『定常型社会』ほか 広井良典               ⑩『逝きし世の面影』渡辺京二 

⑥『経済成長なき社会発展は可能か？』セルジュ・ラトゥーシュ            ⑪『風土の発見と創造』三沢勝衛 

⑦『日本人はいつから狐にだまされなくなったか』ほか 内山節             ⑫高崎彦吉（元・長野県栄村村長） 

⑧『忘れ去られた日本人』ほか 宮本常一 
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 地域情報誌「おばらのじかん」（小原地区）・「シットルカン」（旭地区）創刊！  

進学や就職で地元を離れた若者に U ターンを考えるきっかけにしてもらおうと、足助地区では 2011 年より「地域予算提案

事業」を活用して『あすけ通信』（足助支所協力・発行）が発刊されています。このたび、小原地区・旭地区でも地元の若者主

体による地域情報誌の出版がはじまりました。 

小原人のための小原情報誌『おばらのじかん』〈2014 年 4 月創刊〉 

 最新の小原情報が盛りだくさん！U ターンした“先輩“へのインタビュー「おかえりなさいオバラ

っ子」「イラッシャイ小原へようこそ」や、小原の小さなお店紹介「おばらっきーが行く」、ママ

が語る「聞いて!!教えて!!小原のこと」、「郷土の料理紹介」など、都市部と田舎の違いなどを比較

しながら取材し、おば中（小原中学校）出身デザイナー鈴木孝典さん（鈴木広務店/おいでん・さ

んそんず）などが、おしゃれなデザインに仕上げています。 

  年 4 回発行。小原地区全戸、おば中卒業生などの登録者に無料配布！ 

【問い合わせ先】若者 U ターン促進イベント実行委員会 豊田市役所小原支所 TEL：

0565-65-2001 

 

旭地区の地域情報誌『シットルカン』〈2014 年 6 月創刊〉 

旭地区の 20 代 30 代でつくる「あさひ若者会」が発刊に取り組みます。編集長は、

Y（嫁）ターンとして昨年 12 月に旭地区へ転入された木浦幸加さん。インタビュー記

事「あさひでがんばるよめとむこ」、「旭のわかもの お仕事ファイル」、一枚の写真でふ

りかえる「あのときの旭」、「ご近所さんのとっておき」など。旭地区の“ひと“に焦点を

当てた記事を掲載していきます。 

隔月発行。旭地区全戸、旭中学校卒業生（情報希望登録者）に無料配布！ 

【問い合わせ先】あさひ若者会事務局 豊田市役所旭支所 TEL:0565-68-2211 E-mail:asahi-shisho@city.toyota.aichi.jp  

 

 トヨタ紡織田植え体験 / トヨタ労組田植え体験  

５月 18 日（日） 

かつて耕作放棄地だった水田の開墾から始めたトヨタ自動車労働組合の農業体験も 5 年目を迎

えました。新盛里山耕実行委員会（会長・鈴木智さん）の農家の皆さんの指導の下、子供から大人

まで約 70 名が手植えによる田植えを体験しました。前市長の鈴木公平さんも毎年欠かさず参加さ

れており、普段は静かな山間に子供たちの歓声が響いていました。 

都市と田舎がつながることで皆が豊かな気持ちになれる素晴らしい取り組みです。太田市長も激

励に駆けつけました。 

5 月 25 日（日） 

トヨタ紡織労働組合の「米づくり体験塾」にお邪魔しました。旭地区敷島自治区

との、遊休農地（約２反）を活用した交流事業として４年目を迎えたこの塾には、

19 家族 74 名の親子が参加され、手植えによる田植え体験を行いました。指導者

は、敷島ふれあい塾（塾長・鈴木順治さん）のベテラン農家の皆さん。都市と農村

が支え合う素晴らしい事業、いつまでも続くといいですね。 
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じねんに生きる。 自然の「ちから」。私たちの内なる生命の「ちから」。

大きな力の導きで、自然に生まれ、自然に暮らし、自然に還っていく。

自ずから然らむように生きる。「じねんに生きる」生き方を一緒に考

えませんか。 

■日時：7 月 12 日（土）10：30〜18：10（開場 10：00） 

■場所：豊田市福祉センター4F 会議室（豊田市錦町 1 丁目 1 番地 1） 

■プログラム：○ 第 1 部 ○ 

10：30  開会挨拶 山本 薫久（じねんネットワーク代表） 

10：40〜11：10 自然エネルギー「じねんエネルギーとは」 

    高野 雅夫（名古屋大学大学院環境学研究科教授） 

11：10〜12：10 自然農「自然農という生き方」 

川口 由一（自然農実践者、指導者） 

12：10〜13：10 昼食 

○ 第 2 部 ○ 

13：10〜14：10 自然健康法「情勢がおおらかに、ほがらかに、し

なやかに生きる体の整え方」河野 智聖（武術家、整体師） 

14：10〜15：10 自然出産「じねんな出産・子育て」 

島袋 伸子（吉村医院 元医院長補佐） 

15：10〜15：30 休憩 

15：30〜17：00 トークセッション「じねんな生き方とは」 

         コーディネーター：河野 智聖 

  パネリスト：川口 由一、島袋 伸子、高野 雅夫、宇角 佳笑 

17：20〜18：10 グループワーク＆シェアリング 

18：30〜20：00 交流会 

■参加費：前売り/通し券 2,500 円（ご夫婦・恋人ペア 4,000 円） 

         各 部 1,300 円（ご夫婦・恋人ペア 2,000 円）

当 日/通し券 3,000 円（ご夫婦・恋人ペア 5,000 円） 

         各 部 1,500 円（ご夫婦・恋人ペア 2,500 円） 

※お振込み控え（利用明細書または受領書）を入場チケットとさせて

いただきますので、当日まで大切に保管し、会場へご持参ください。 

※交流会（会費：2,000 円程度《当日支払い》）へ参加希望の方は、

1 週間前までにお申込みください。定員に達した場合はお断りするこ

とがありますので、ご了承ください。 

■申込み・問合せ：メールに以下の内容をお書き添えの上お申込くだ

さい。折り返し、メールにて郵便局の振込み先などをお知らせします。 

Mail：ykmomokuri@gmail.com（じねんネットワーク事務局 小野） 

①参加人数と参加者全員のお名前（フルネーム）※高校生以下は、年

齢も記載。（高校生以下無料）②メールアドレス③電話番号④（1 部

のみ・2 部のみ・1 部 2 部通し）のいずれかを明記⑤交流会（有料）

の参加の有無（会費 2,000 円は当日現金払い） 

《メールができない方・お問合せ》Tel：090-5453-6411（山本） 

ソーシャルビジネスの入門講座。講義、グループワーク、現場訪

問などで自分なりの起業プランを組み立てます。 

■日 時：６月 21 日（土）ほか 

     全 11 回、月 1 回土曜日開催で来年 3 月まで 

■場 所：とよた市民活動センター 

（豊田市若宮町 1-57-1 A 館 T-FACE9 階） 

■プログラム： 

第 1 回 ６月 21 日（土）14：00〜17：00 

「コミュニティビジネス概論 地域を救う新しい方法」 

講師：三矢勝司さん（名古屋工業大学コミュニティ創生教育研究

センター特任助教、NPO 岡崎まち育てセンター・りた 前事務局

長） 

第 2 回 7 月 12 日（土）14：00〜17：00 

「（仮）ミッションを事業化する仕組み」 

講師：井藤真生さん（行政書士、起業支援アドバイザー） 

■定 員：先着 40 名 

■参加費：5 千円（2 回目以降も参加の場合） 

■申込み・問合せ：6 月 5 日 10：00〜 受付 

電話・ファックス・E メールか直接以下まで。 

とよた市民活動センター 

TEL：0565-36-1730  FAX：0565-34-0015 

Email：tec@hm4.aitai.ne.jp 

 

石釜を活用したピザづくりなどを行います。 

■日 時：６月 29 日（日）9：30〜14：00 

■場 所：豊田市里山くらし体験館 すげの里 

（豊田市新盛町中洞 67 番地） 

■定 員：先着 25 名 

■参加費：1,000 円（小学生以下 500 円） 

■申込み・問い合せ：６月 7 日 9：00〜 

豊田市里山くらし体験館 すげの里 

TEL：0565-69-1622 FAX：0565-69-1633 

電話かファックス（住所・氏名・年齢・電話番号を明記）でお申

込みください。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

石釜活用講座 

じねんの学校で学ぶ 

～しなやかな心 宇宙につながる体～  

とよた流 社会的起業セミナー 

～地域を見つめる 自分を見つける～ 
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おいでん・さんそんセンター 

〒４４４－２４２４ 

豊田市足助町宮ノ後 26-2 

（足助支所内２階） 

TEL ０５６５－６２－０６10（直通） 

FAX ０５６５－６２－０６１４ 

Eｍail  sanson-center@city.toyota.aichi.jp 

http://www.oiden-sanson.com 

 

★センター及び関係団体のイベントスケジュール★ 

●green maman 朝市  日時：① 6 月 12 日（木）、② 6 月 24 日（火）10：00～12：00 

場所：① タキソウ家具本店、② 守綱寺（豊田市寺部町 2-27） 

●マイタウンおいでん  ① 6 月 14 日（土）13：00～21：00「おいでんフェスタ in 司 2014」（豊田市挙母温泉おいで

んの湯駐車場）、② 6 月 21 日（土）13：00～21：00「ほみにおいでん」（保見運動広場）、③6 月 21 日（土）14：30～

20：00「おいでん香恋の里しもやま」（しもやまトレーニングセンター）、④6 月 21 日（土）11：00～15：00「踊ろ舞！

おいでん小原」（小原交流館第 2 駐車場）、⑤ 6 月 28 日（土）12：00～19：00「豊スタおいでん夏まつり 2014」（豊田

スタジアム）、⑥6 月 28 日（土）「足助地区おいでんまつり」（足助宮町駐車場） 

 ※7 月以降のスケジュールは次号にて掲載します。 

●ホタルまつり   日時：6 月 28 日（土）・29 日（日）18：00～21：00/場所：大井平公園（豊田市稲武町大井平 5-1） 

●あすけ夢里まつり 日時：10 月 19 日（日）時間未定/場所：三州足助屋敷前広場（豊田市足助町飯盛 36） 

 

              おいでん・さんそんセンターを支える仲間たち No.8 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ スタッフ ★   

センター長    鈴木辰吉 

コーディネートスタッフ 安藤里恵 

               西田又紀二（ゆきじ） 

 日本再発進！若者よ田舎をめざそうプロジェクト 

株式会社 M-easy  

 

M-easy は、「Making the earth alive synergy」の頭文字をとって、いき

いきとした地球、大地、地域をみんなの力で創造するという意味を込めています。 

2009 年 9 月、過疎高齢化を課題に抱える豊田市旧旭町へ、「日本再発進！若

者よ田舎をめざそうプロジェクト」でご縁をいただき、私たちは移り住んできま

した。 

難題を抱える二十一世紀。多様な価値観を認め合い、自らが自分事として答え

を出していく必要があるこの時代に、私たちは、人、大地、地域とのつながりを

取り戻し新しい未来を創っていくために「田舎で暮らす」という道を選択しまし

た。ひとのあたたかさ、皆で地域をつくっていこうとする気構え、豊かな自然と

豊富な食や文化、手足を使い技を磨き五感で味わう暮らし、私たちが学びたいこ

とがココにはあります。 

「みんなでつくってみんなで分ける野良仕事」「福蔵寺ご縁市」「まちといなか

のご縁づくり田んぼ」「はたらくらすインターンシップ」「人生リバイバルプログ

ラム」「ちびっこ山村体験プログラム」「名古屋おもてなし武将隊立三農園」など、

子ども、親子、大学生、若者、お年寄り、外国人などさまざまな皆さんと一緒に

取り組んでいます。 

今後も、自分たちの暮らしと地域の課題を重ね、自然と地域に寄り添いながら、

暮らすことを中心に置いた生きかた、はたらきかたを発信していきます。 

〒444-2811  

豊田市太田町蟹田 6 番地 福蔵寺 

TEL：0565-68-3025 FAX：050-3488-9128 

「旭ぐらし」blog：http://asahi-gurashi.seesaa.net/ 

Email：info@m-easy.co.jp 代表取締役社長：戸田友介 

: 

おいでん・さんそんセンターは、都市と農山村の交流をコーディネートする豊田市の取組です。 

 

（株）M-easy主催のイベント「福蔵寺ご縁

市」。年 3回、福蔵寺（豊田市太田町蟹田 6 ）

にて開催されています。無農薬・有機の野菜

や手作りの品がたくさん販売されており、口

コミによるお客様もたくさん。７月にはつい

に、開催 20回目を迎えます！ 

mailto:sanson-center@city.toyota.aichi.jp

